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攻
略
編

15

学習の
ねらい

・
選
択
問
題
の
種
類
と
見
分
け
方
を
知
る
。

・
選
択
問
題
に
取
り
組
む
手
順
と
技
法
を
理
解
す
る
。

選
択
問
題
の
攻
略

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

・
本
文
中
の

線
部
に
関
す
る
問
題

・
本
文
の
要
旨
を
問
う
問
題

絵
画
は
そ
の
描
か
れ
た
時
代
を
色
濃
く
反
映
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
、
優
美
な
ロ
コ
コ

様
式
が
広
ま
っ
た
の
が
、
優
雅
な
貴
族
文
化
が
栄
え
て
い
た
時
代
だ
っ
た
よ
う
に
、

時
代
の
様
式
は
作
品
の
テ
ー
マ
や
表
現
形
式
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
。
絵
画
作

品
を
理
解
す
る
上
で
、
テ
ー
マ
や
描
写
技
術
と
い
っ
た
個
々
の
作
品
の
構
成
要
素
だ
け

に
着
目
す
る
こ
と
は
、「
木
を
見
て
森
を
見
な
い
」
よ
う
な
も
の
だ
と
言
え
る
。

□
⑴

線
部
「
木
を
見
て
森
を
見
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う

な
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　

ア

絵
画
を
理
解
す
る
際
、
時
代
の
様
式
だ
け
に
注
目
し
、
作
品
の
構
成
要
素
を

見
な
い
こ
と
。

　
　

イ

絵
画
を
理
解
す
る
際
、
作
品
の
構
成
要
素
だ
け
に
着
目
し
、
時
代
の
様
式
を

見
な
い
こ
と
。

　
　

ウ

絵
画
を
理
解
す
る
際
、
テ
ー
マ
や
技
術
な
ど
、
作
品
の
構
成
要
素
に
着
目
す

る
こ
と
。

　
　

エ

絵
画
を
理
解
す
る
際
、
時
代
の
様
式
が
構
成
要
素
に
与
え
た
影
響
を
論
じ
な

い
こ
と
。

□
⑵

こ
の
文
章
の
要
旨
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

　
　

ア

人
は
絵
画
に
つ
い
て
、「
木
を
見
て
森
を
見
な
い
」
理
解
の
仕
方
を
し
て
い
る
。

　
　

イ

絵
画
の
テ
ー
マ
や
表
現
形
式
が
、
時
代
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　

ウ

絵
画
を
見
る
上
で
は
、
ま
ず
時
代
様
式
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
　

エ

絵
画
作
品
の
テ
ー
マ
は
時
代
の
様
式
に
よ
り
そ
の
全
て
が
決
ま
る
。

選
択
問
題
で
よ
く
問
わ
れ
る
内
容

例

5

時
代
の
様
式

時
代
の
様
式

テ
ー
マ
や
描
写
技
術
と
い
っ
た
個
々
の
作
品
の
構
成
要
素
だ
け

木
を

線
部
の
内
容
を
説
明
す
る
選
択
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

⑴

①

線
部
だ
け
で
は
意
味
の
わ
か
ら
な
い
内
容
、
あ
い
ま
い
な
部
分
に
印
を

つ
け
る
（
指
示
語
・
比
喩
・
抽
象
的
な
表
現
な
ど
）。

　
　

②

線
部
の
前
後
を
中
心
に
、
①
の
要
素
を
具
体
的
に
説
明
し
た
記
述
を
探

す
。

答
え

イ

要
旨
・
主
題
に
関
わ
る
問
題
の
解
き
方
の
ポ
イ
ン
ト

⑵

①

繰
り
返
し
登
場
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
や
そ
の
定
義
に
つ
い
て
の
記
述
に
着
目
す

る
。

　
　

②

本
文
の
構
成
を
検
討
し
、
筆
者
の
主
張
や
結
論
を
述
べ
た
段
落
を
見
つ
け
る
。

答
え

ウ

正
解
の
選
択
肢
は
、
問
わ
れ
て
い
る
内
容
を
過
不
足
な
く
言
い
表
し
て
い
る
。
一

方
で
、
不
正
解
の
選
択
肢
に
は
、
次
の
よ
う
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

・
正
し
そ
う
に
見
え
る
が
、
本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
内
容
。（
⑴
エ
⑵
ア
）

・
正
し
そ
う
に
見
え
る
が
、
内
容
が
不
十
分
（
説
明
不
足
）。（
⑴
ウ
）

・
本
文
の
内
容
と
矛
盾
し
て
い
る
。
（
⑴
ア
⑵
イ
）

・「
必
ず
」「
絶
対
に
」
な
ど
の
強
い
表
現
や
、
内
容
の
誇
張
。（
⑵
エ
）

他
に
、
本
文
に
書
か
れ
て
い
て
も
、
設
問
や
、

線
部
の
内
容
か
ら
ず
れ
て

い
る
（
関
係
な
い
部
分
の
説
明
を
し
て
い
る
）
も
の
も
あ
る
。

一
つ
の
選
択
肢
の
中
に
複
数
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
（
一
文
が
長
い
、
二
文
に

分
か
れ
て
い
る
、
な
ど
）
場
合
は
、
正
し
い
要
素
、
誤
っ
て
い
る
要
素
が
混
在
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
要
素
ご
と
に

線
を
引
い
て
、
○
×
な
ど
を
記
す
と
よ

い
。

1

答
え

イ

2

答
え

ウ

選
択
肢
の
検
討
方
法

攻
略
編

線
部

要
旨
を

す
るえ

てな
影

も
のが

、
の
を品

の
代
の

着
目

な

個
々

①
る

本

肢
は選

択え
るる

がし
てど

のい

分
の
説

の
中
に
複

分
か
れ
て
い
る
、
な

い
る
こ
と
が 答

え方
法Sa
mp
le

mp
で
、
優
美
な
ロ
コ
コ

優
美
な
ロ
コ

時
代
だ
っ
た
よ
う
に
、

だ
っ
た
よ
う
に

え
る
の
だ
。
絵
画
作

の
だ
。
絵
画
作

え
る
。

え
は
ど
の
よ
う

の
よ
う

ら
一
つ
選
つ
選

素
を

5

mp
leplpl

構
成
要
素
だ
け

正
解
の
選

正
方
で
、
不
正
解

方
で
、
不

・・
正
し
そ
う
に

し
そ

・
正
し
そ
う
に
見

正
し
そ

・
本
文
の
内
容
と

本
文
の
内
容

矛

・「
必
ず
」「
絶
対
に

必
ず
」「
絶

他
に
、
本

他
に
、

い Sa
mm



mp



mp



mpam
p



e
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次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
に
合
う
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
あ
と
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
⑴

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
キ
す
る
。

　
　

ア

起

イ

機

ウ

揮

エ

規

□
⑵

や
り
方
を
ク
夫
す
る
。

　
　

ア

工

イ

苦

ウ

区

エ

句

□
⑶

提
案
に
イ
ギ
を
唱
え
る
。

　
　

ア

威
儀　
　

イ

異
議　
　

ウ

意
義

□
⑷

学
習
の
コ
ウ
カ
を
上
げ
る
。

　
　

ア

効
果　
　

イ

考
課　
　

ウ

高
価

□
⑸

捕
ら
え
た
野
鳥
を
大
空
に
カ
イ
ホ
ウ
す
る
。

　
　

ア

介
抱　
　

イ

開
放　
　

ウ

解
放

次
の
そ
れ
ぞ
れ
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書

き
な
さ
い
。

□
⑴

イ
ガ
イ
な
結
果
に
驚
く
。

意
外

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑵

早
起
き
の
シ
ュ
ウ
カ
ン
。

習
慣

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑶

こ
の
問
題
は
ヨ
ウ
イ
に
は
解
け
な
い
。

容
易

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑷

児
童
を
タ
イ
シ
ョ
ウ
と
す
る
本
。

対
象

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑸

品
質
を
ホ
シ
ョ
ウ
す
る
。

保
証

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑹

交
通
量
を
キ
セ
イ
す
る
。

規
制

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑺

人
工
エ
イ
セ
イ
と
交
信
す
る
。

衛
星

⎣――⎡

⎦――⎤

1

ウ

⎣――⎡

⎦――⎤

ア

⎣――⎡

⎦――⎤

イ

⎣――⎡

⎦――⎤

ア

⎣――⎡

⎦――⎤

ウ

⎣――⎡

⎦――⎤

2

次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
に
合
う
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
あ
と
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
⑴

暴
れ
川
を
オ
サ
め
る
。

　
　

ア

治　
　

イ

収　
　

ウ

納　
　

エ

修

□
⑵

時
間
を
ハ
カ
る
。

　
　

ア

図　
　

イ

測　
　

ウ

量　
　

エ

計

□
⑶

危
険
を
オ
カ
す
。

　
　

ア

侵　
　

イ

冒　
　

ウ

犯

□
⑷

書
物
を
ア
ラ
ワ
す
。

　
　

ア

著　
　

イ

表　
　

ウ

現

□
⑸

表
情
が
カ
タ
い
。

　
　

ア

堅　
　

イ

固　
　

ウ

硬

次
の
各
組
の

線
部
の
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

□
⑴

ア
ツ
い
湯
を
注
ぐ
。

熱

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑵

ア
ツ
い
夏
を
快
適
に
過
ご
す
。

暑

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑶

ア
ツ
い
辞
書
を
引
く
。

厚

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑷

災
害
に
ソ
ナ
え
る
。

備

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑸

墓
前
に
花
を
ソ
ナ
え
る
。

供

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑹

心
の
ヤ
サ
し
い
人
。

優

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑺

ヤ
サ
し
い
問
題
。

易

⎣――⎡

⎦――⎤

3

ア

⎣――⎡

⎦――⎤

エ

⎣――⎡

⎦――⎤

イ

⎣――⎡

⎦――⎤

ア

⎣――⎡

⎦――⎤

ウ

⎣――⎡

⎦――⎤

4

同
音
異
義
語
・
同
訓
異
字
⑵

★
同
音
異
義
語
…
同
じ
音
を
も
ち
、
意
味
の
異
な
る
語
。

①
同
じ
音
符
を
も
つ
語
は
、
音
符
を
除
く
部
分
（
＝
部

首
）
や
訓
読
み
に
着
目
し
、
意
味
で
区
別
す
る
。

　
　
　
　
　

検
査
＝
し
ら
べ
る

実
験
＝
た
め
す

例
ケ
ン

危
険
＝
あ
ぶ
な
い

刀
剣
＝
つ
る
ぎ

　
　
　
　
　

倹
約
＝
つ
ま
し
い
・
む
だ
が
な
い

②
熟
語
の
場
合
は
、
個
々
の
字
の
意
味
を
確
か
め
た
う

え
で
、
全
体
を
覚
え
る
。
熟
語
の
構
成
に
着
目
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

例

専
門
…
専
ら
従
事
す
る
門
（
分
野
）
↓
修
飾

　
　
　

訪
問
…
訪
れ
る
＝
問
う
↓
似
た
意
味
ど
う
し

▼
覚
え
て
お
き
た
い
同
音
異
義
語

週
間
│
習
慣
│
週
刊

規
制
│
帰
省
│
既
成
│
既
製

対
照
│
対
称
│
対
象

補
償
│
保
障
│
保
証

★
同
訓
異
字
…
同
じ
訓
を
も
ち
、
意
味
も
近
い
が
、
漢
字

を
書
き
分
け
る
語
。
使
わ
れ
る
熟
語
に
着
目
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

努
力
…
力
を
尽
く
す
。
励
む
。

例
つ
と
│
め
る

勤
労
…
仕
事
を
す
る
。
職
に
就
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

任
務
…
役
目
。
役
割
を
果
た
す
。

▼
覚
え
て
お
き
た
い
同
訓
異
字

上
げ
る
│
挙
げ
る
│
揚
げ
る

温
か
い
│
暖
か
い

誤
る
│
謝
る

写
す
│
映
す
│
移
す

乾
く
│
渇
く

効
く
│
聞
く

覚
め
る
│
冷
め
る

立
つ
│
建
つ

直
す
│
治
す

速
い
│
早
い

回
り
│
周
り

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

と
か
ら
選
び

⑴

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

る
。ウ

ウ

高ウ
す放

漢
字

⎦―

□
⑷

□
⑸

ア
の
そい

。イ
な

シ
ュウ

イ
と
す

保
証

⎤

⎡

う

Sa
mp
leeplp

方
を
ク
夫

工工

イイ

苦

□
⑶

提
案
に
イ
ギ
を
唱
え

提
案
に
イ
ギ

ア

威
儀
威
儀

イイ

異
議

学
習
の
コ
ウ
カ
を
上
げ
る

習
の
コ
ウ
カ
を
上

効
果
効

イイ

考
課
考
課

ら
え
た
野
鳥
を
大
空
に
カ
イ

た
野
鳥
を
大
空

抱

イイ

開
放
開
放

ウ

れ
の

m線部のカタカ
ナ

線
部
の

に
驚
く
。。

意

⎣――⎡⎣――⎡

ン
。

習
慣
習

⎣――⎡⎣――⎡

け
な
い
。

け
な

容
易易

⎣――⎡――⎡―⎡―⎡


